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１ 研究の概要 

(1) 研究主題 

つながる ひろがる ふかまる 『あい』のある音楽へ 

(2) 研究主題について 

茨城県教育研究音楽研究部では、令和６年度から新しい研究主題「つながる ひろがる ふかまる 

『あい』のある音楽へ」を設定した。この研究主題は、令和４年度関東音楽教育研究会茨城大会にお

ける「共に感じ 共に楽しみながら 心むすぶ音楽」というテーマの理念をさらに深化させ、４つの

意味が込められている。 

   １つめの「つながる」とは、音や音楽と関わり、音や音楽を通して、子ども同士・作曲家等の思い、

過去と今の学びがつながることで、生涯で出会う音楽へとつながっていくことである。 

２つめの「ひろがる」とは、音楽活動を通して、表現の幅や「知」、音楽の捉え方、音楽に対する

感覚がひろがることで、音楽に対する感性がより豊かになっていくことである。 

   ３つめの「ふかまる」とは、ペア活動やグループ活動などを通して、多様な考えに触れ、試行錯誤

を繰り返すことにより、思いや意図をもって音楽で表現することやよさや価値を見出し味わって音

楽を聴くことをねらいとしている。 

   ４つめの「『あい』ある音楽へ」は、さまざまな「あい」を授業の活動場面に意図的に位置付けて

いくことによって、生涯を通して音楽を愛好する心情を育て、豊かな情操を養っていくことを目指

している。 

   この研究主題をもとに、常陸大宮市の２校において、中央地区ブロック音楽教育研究部授業研究

会を実施し、２つの授業について検証及び協議を行う。 

(3) 中央ブロック音楽教育研究発表会 

① 日 時 令和 6年 10月 29日（火）、令和 6年 11月 22日（金） 

② 場 所 常陸大宮市立山方小学校（11月 22日） 

常陸大宮市立大宮中学校（10月 29日）       

③ 授業者 常陸大宮市立山方小学校 教諭 萩野谷 優奈 

常陸大宮市立大宮中学校 教諭 志賀 ちひろ 

④ 講 師 茨城県教育庁学校教育部義務教育課 指導主事 井上 寛士 

（11月 22日 山方小学校） 

大子町立大子中学校 校長 益子 直之（10月 29日 大宮中学校） 

 

２ 研究内容及び成果 

(1) 小学校 第６学年 題材名「日本や世界の音楽に親しもう」 

① 目標 

〇 曲想及びその変化と、音楽の構造との関わりについて理解する。（知識及び技能） 

〇 音色、旋律、音の重なりなどの要素を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美し

さを感じ取り ながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、日本や世界

の音楽や演奏のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴く。（思考力、判断力、表現力等） 

〇 日本や世界の音楽の特徴を感じ取って聴く学習に興味・関心をもち、音楽活動を楽しみながら 

主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組み、日本や世界の音楽に親しむ。 

（学びに向かう力、人間性等）             

 

 



② 指導事項との関連 

  第５学年及び第６学年 B鑑賞（１） 

   ア 曲や演奏のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴くこと。 

   イ 曲想及びその変化と、音楽の構造との関わりについて理解すること。  

  〔共通事項〕（１） 

   （本題材の学習において、児童の思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素：

「音色」、「旋律」、「音の重なり」） 

③ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①知 雅楽「越天楽」と「越天   

楽今様」の曲想及びその変

化と、音色や旋律などとの

関わりについて理解してい

る。 

②知  世界の音楽の曲想及び

その変化と、音色や旋律 な

どとの関わりについて理解

している。 

思 音色、旋律、音の重なりな 

 どを聴き取り、それらの働き 

が生み出すよさや面白さ、美 

しさを感じ取りながら、聴き 

取ったことと感じ取ったこ 

ととの関わりについて考え、 

世界の音楽や演奏のよさな 

どを見いだし、曲全体を味わ 

って聴いている。 

態 日本や世界の音楽の特徴 

を感じ取りながら歌ったり聴 

いたりする学習に興味・関心 

をもち、音楽活動を楽しみな 

がら主体的・協働的に歌唱や 

鑑賞の学習活動に取り組もう 

としている。 

 

④ 本時までの流れ（４時間扱い）及び本時の展開 

次 時 ◎ねらい 〇学習内容 ・学習活動 知 思 主 評価方法・留意点 
※努力を要する児童への働きかけ 

第

１

次 

１  

 

〇常時活動 

 

〇雅楽「越天楽」の冒頭部分を鑑賞する。 

・雅楽「越天楽」の冒頭部分（音のみ）

を聴いて、気付いたことを伝え合う。 

・曲名を聞いて感じたことを伝え合う。 

〇本時のめあてを確認する。 

雅楽のすてきなところは、どこだろう。 

 

〇雅楽「越天楽」の背景について知る。 

・演奏している写真を見る。 

・教科書を読む。 

・平安貴族の文化を知る。 

〇個人で雅楽「越天楽」を鑑賞する。 

・微妙な音程、ドレミではない。 

・聴いたことがない音がする。 

 

○グループで共有する。 

○本時のまとめをする。 

・雅楽のすてきなところについてワー

クシートに記入する。 

雅楽のすてきなところは○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

・音楽の要素を意識して感想を書いて

いる児童へ即時的評価をする。 

・冒頭部分を聴いて、知覚したことを自

由に発言させながら、曲に関する問い

を出すよう声掛けする。 

 

・児童の発言から、音色、旋律、音の重

なりに絞って聴くよう伝え、雅楽の特

徴に気付けるようにする。 

・ミニ鑑賞で積み重ねてきた、聴き取っ

たことや感じ取ったことを表す言葉

を振り返ってから、選んで使うよう声

掛けする。 

・１回目の鑑賞で、デジタルワークシー

トの時系列にすてきポイント（目印）

を打ち、２回目には打ったすてきポイ

ントになぜそう思ったか書き込むよ

う伝える。 

・デジタルワークシートに、音色や旋

律、音の重なりなど、音楽の構造をキ

ーワードとして用意しておき、雅楽の

すてきなところを整理して記入しや

◎日本や世界の音楽のよさ・面白さを感じ取る。 

 



〇本時の振り返りをする。 すくする。 

２ ○常時活動 

 

〇前時の学習を振り返る。 

 

〇本時のめあてを確認する。 

 

 

〇越天楽今様の冒頭部分を聴き、感じ取

ったことを伝え合う。 

・教科書で楽譜を確認する。 

・気付いたことを伝え合う。 

・越天楽今様の魅力をまとめる。 

〇雅楽「越天楽」に合わせて歌う。 

・拍がないため歌いにくい。 

〇「今様」の意味について知る。 

〇「越天楽今様」を歌う。 

・日本に古くから伝わる音楽の特徴を

生かして歌う。 

・国語の授業で作った秋の歌詞で工夫

して歌う。 

〇雅楽「越天楽」を聴く。 

○本時のまとめをする。 

・歌詞をつけるよさについてワークシ

ートに記入する。 

歌詞をつけるよさは○○ 

〇本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・前時で作ったデジタルワークシート

を全体で共有しながら振り返る。 

・越天楽と越天楽今様の違いや類似点

を話し合わせることで、どうして歌詞

がつけられたのか・歌詞をつけるよさ

について考えられるようにする。 

・タブレットを活用することでリアル

タイムで児童同士の考えの交流がで

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①知：  雅楽「越天楽」と「越天楽今    

様」の曲想及びその変化と、音色や

旋律などとの関わりについて理解

している。 【ワークシート、観察】 

※自分の言葉で表現することが難しい

児童には、前時で作ったデジタルワー

クシートも参考にするよう声掛けす

る。 

第

２

次 

３ 

本 

時 

 

 

〇前時の学習を振り返る。 

・動画（雅楽のすてきなところ）を鑑賞

する。 

 

〇本時のめあてを確認する。 

 

 

 

〇事前に決めておいた曲を個人で聴き、

曲の特徴をつかむ。 

・バグパイプの演奏（イギリス） 

・メヘテルハーネ（トルコ） 

・ガムラン（インドネシア） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・雅楽で聴き取ったこと・感じ取ったこ

とを基準にするため、曲の時系列に組

み込んだ動画を鑑賞し、自分と友達の

感じ取ったことの共通点や相違点に

ついて振り返る。 

・音楽を形づくっている要素の確認を

することで、鑑賞する際の観点を明確

にする。 

・写真のみで選ばせることで、音色を想

像して選べるようにする。 

・魅力がどこにあるかを伝えるために

時系列に曲の特徴を書き込めるデジ

タルワークシートを用意する。 

歌詞をつけるよさって何だろう。 

それぞれの国の音楽にはどんな魅力

があるだろう。 

◎それぞれの国の音楽の特徴や雰囲気の違いを比べながら、よさを味わって聴く。 



・フォルクローレ（ペルー、ボリビア） 

・雅楽－アアク－（韓国） 

〇事前に決めておいた曲をグループで

聴く。 

・「越天楽」で学習したことを生かし、

その曲の特徴について聴き取ったこ

とや感じ取ったことを話し合う。 

 

〇違うグループと意見交換をする。 

・曲の聴きどころを聴いてもらい、感想

を伝え合う。 

 

〇本時のまとめをする。 

・他のグループと聴き合ったことを参

考に自分たちの表現を見直す。 

○○の国の音楽には○○な魅力が

ある。 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

・ワークシートに、音色や旋律、音の重

なりなど、音楽の構造をキーワードと

して用意しておき、児童が聴き取った

ことと感じ取ったことを整理しやす

くする。 

 

・違う曲を選んだグループの友達に聴

きどころを伝えて感想を聞くことに

よって、自分たちと多様な聴き取り方

や感じ方に気付けるようにする。 

思： 音色、旋律、音の重なりを聴き取

り、それらの働きが生み出すよさや

面白さ、美しさを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取ったことと

の関わりについて考え、世界の音楽

や演奏のよさなどを見いだし、曲全

体を味わって聴いている。  

 【ワークシート、行動観察】 

※まとめることが難しいグループや児

童には、聴き取ったことや感じ取った

ことの例が書かれた表を見るよう声

掛したり、まとめ方をアドバイスした

りして補助する。 

４ 

 

〇常時活動 

 

〇本時の課題を確認する 

 

 

 

 

〇グループごとに発表する。 

・それぞれのグループのプレゼン（すて

きポイント）を聞いてから全員で鑑賞

する。 

・発表を聴いて、曲ごとの感想をパドレ

ットに記入する。 

 

 

○本時のまとめをする。 

・各グループの発表や世界の音楽を聴

いて聴き取ったことや感じ取ったこ

とをまとめる。 

世界の音楽には○○な魅力がある。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

・発表後もデジタルワークシートを見

せながら曲を鑑賞することで、曲の魅

力に気付けるようにする。 

 

 

②知：  世界の音楽の曲想及びその変化  

と、音色や旋律などとの関わりに

ついて理解している。 

【発表・ワークシート】 

※感想を書くことが難しい児童は、ひと

まとまりの文章ではなく、項目ごとに

分けた文章でもよいとする。 

 

態： 日本や世界の音楽の特徴を感じ 

取りながら歌ったり聴いたりする

学習に興味・関心をもち、音楽活動

を楽しみながら主体的・協働的に歌

唱や鑑賞の学習活動に取り組もう

世界の音楽にはどんな魅力がある

だろう。 



 

〇本時の振り返りをする。 

としている。 

【行動観察・ワークシート】 

⑤ 成果と課題 

【研究会について】 

・60名以上の参加は、先生方の熱心さが感じられる。常陸大宮市の先生方の協力体制がよい。グルー

プ協議も前向きなあたたかい様子で授業者の先生もやってよかったと思える研究会になってありが

たい。 

【育成を目指す資質・能力を明確にした指導計画の工夫】 

・生活や社会の中で、豊かに音や音楽に関わる資質・能力を育成すると掲げている。簡単にいうと、音

楽活動を行う資質・能力と捉えている。 

・学習指導要領の解説には、歌う、演奏する、音楽をつくる、鑑賞するなどと書かれている。将来、義

務教育終了後も、生活や社会の中で音楽に豊かに関われるということが大切である。 

・音楽的な見方・考え方を働かせた学習の充実、内容や時間のまとまりを見通した学習指導計画の作

成、学校外の音楽活動をつなげる学習の個性化を図るなどがあげられるが、本時の授業では、内容や

時間のまとまりを見通した指導計画が作成されていた。 

【「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善】 

・「課題の発見」「情報収集」「分析」「まとめ」「振り返り」を、「分かった」「なるほど」「もっと知りた

い」につなげていく。本時の授業では、予想したことが最初に挙げられている。予想があったことで、

疑問につながっていて、この部分はとても大切な場面であった。 

・日本の雅楽では、みんなで学習し、世界の音楽では、それぞれが自分の興味関心に基づいた選択学習

で進めている。同じサイクルを２回繰り返しているところがすばらしい。 

【「学習の個性化」を図る授業の工夫】 

・学習の個性化を図る授業として参考となる取り組みだった。これまでの音楽科では、みんなで同じも

のを進めることが多かったかもしれない。今日の授業では、楽曲を選択し、子どもの進度や思いに応

じて何度も聴くことができていていた。 

・学習の個性化には ICT が不可欠になってくる。デジタルで学習してきたものを、最終的には鉛筆で

書いていた。デジタルとアナログの往還をすることで、思考を深めていた。 

【ICTの活用】 

・ICT を使うことが目的ではなく、友達との交流を促す、言葉を吟味するという手段となっていたと

ころもポイントとしたい。 

・使い方の学習ではなく、音楽の見方・考え方を働かせるための手段となっていて参考になる。中学校

の発表でも ICTを活用し、主体的に課題解決していたよい提案だった。 

【鑑賞の評価】 

・「グループごとに違う曲を選んだ場合の評価はどうするのか。」という声も聞かれるが、音楽的な見

方・考え方を働かせるという視点で解決できる。 

・学習指導要領では、「音に対する感性を働かせ、音や音楽を形づくっている要素やその働きの視点で、

自己のイメージや感情を生活や文化と関連付けること」と書いてある。 

・例「好きな歌のどういうところが好きなのか」の理由として、③が大切である。 

① 歌詞・アーティストが好き（見た目や言葉の視点） 

② 曲の雰囲気（音や音楽の雰囲気から判断） 

③ ベースライン、旋律、ボーカルの声（音楽を形づくっている要素の視点） 

(2) 中学校 第３学年 題材名「思いや意図をもって表現を工夫し、豊かな響きの合唱をしよう」 

① 目標 

〇 「結」の曲想と音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との関わりについて理解するとともに、

創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能を身に付



ける。（知識及び技能）                                                                                    

〇 「結」の旋律やテクスチュア、強弱を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しな

がら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、「結」にふさわしい歌唱表現を創意

工夫する。（思考力、判断力、表現力等） 

〇 「結」の曲想と歌詞の内容との関わりや混声合唱の響きに関心をもち、音楽活動を楽しみなが

ら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組むとともに、他者と合わせて歌うことに親しむ。 

（学びに向かう力、人間性等） 

② 指導事項との関連 

  ア 歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、曲にふさわしい歌唱表現を創意工

夫すること。 

  イ（ア）曲想と音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との関わり 

  ウ（イ）創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能 

［共通事項］（１） 

（本題材の学習において、生徒の思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素： 

「旋律」、「強弱」） 

③ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①知 曲想と音楽の構造や歌

詞の内容及び曲の背景と

の関わりについて理解し

ている。 

②技 創意工夫を生かし、全体

の響きや各声部の声など

を聴きながら他者と合わ

せて歌う技能を身に付け

ている。 

思 「結」の音楽を形づくっ

ている要素や要素同士の関

連を知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を

感受しながら、知覚したこ

とと感受したこととの関わ

りについて考え、曲にふさ

わしい歌唱表現を創意工夫

している。 

態 声が響き合う美しさや混

声三部合唱の音の重なり

方、歌詞の内容や曲の背景

に関心をもち、音楽活動を

楽しみながら、主体的、協働

的に歌唱の学習活動に取り

組もうとしている。 

 

④ 本時までの流れ（７時間扱い）及び本時の展開 

時 ◎ねらい ○学習内容 ・学習活動 知 技 思 主 
評価方法・留意点 

※努力を要する生徒への働きかけ 

1  

 

 

 

 

〇歌詞や曲の特徴をとらえる。 

・範唱を聴き、歌詞の内容と旋律や

曲想の関わりを感じ取る。 

・タブレットのメンチメーターに

曲の特徴を３つ記入する。 

・メンチメーターで上げられた意

見を音楽の要素ごとに分類分け

を行い、全体で特徴を捉える。 

〇パート練習をする。 

・パート練習を通して、曲全体のパ

ートの動きを捉える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

態：音楽活動を楽しみながら主体的・

協働的に学習活動に取り組もう

としている。 【観察・振り返り】 

※できていない生徒には声かけをし

たり、一緒に活動したりする。   

思：範唱を聴き、曲想や歌詞などとの

関わりを感じ取り、どのような特

徴があるのか、言葉で表現してい

る。       【記述、聴取】 

※自分の言葉で表現することが難し

い生徒には、音楽の要素の例が書か

れた「ヒントカード」を参考にする

手立てを講じる。   

 

◎「結」の旋律、テクスチュア、強弱を知覚し、曲の特徴や雰囲気を感受する。 

 「結」には、どのような特徴が

あるだろうか。 



〇まとめをする。 

 

 

 

○本時の振り返りをする。 

・スプレッドシートで振り返りを

記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ～

3 

 

 

 

 

 

〇パート練習をする。 

・パート練習を通して、正確な音程

とリズム、発音で歌えるように

する。 

・録音をして、課題を明確にしなが

ら、繰り返し練習を行う。 

 

・自分のパートで主旋律を担当し 

ているところに、マーカーペン

で色付けし、役割を明確にする。 

・パートリーダーは、練習終了時に

録音を行う。 

 

 

〇まとめをする。 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

・スプレットシートで振り返りを

記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技：自分の声部の役割を理解し、正し

い音程とリズムで歌っている。 

【観察・歌唱動画】 

※歌うことに苦手意識を持っている

生徒には、隣で教師が一緒に歌った

り、得意な生徒と一緒に歌ったりし

て、発声への意欲の手助けを行う。 

知：パートの役割や歌詞の内容などと

の関わりを感じ取り、楽譜に音楽

記号や楽譜の読み方を理解して

いる。 

【観察・楽譜書き取り】 

 

※理解できていない生徒には、具体 

例をあげて補足説明をする。 

・主旋律にマーカーペンで色付けする

ことにより、パートの役割を視覚的

に捉えられるようにする。 

 

 

 

4 ～

5 

 

 

 

 

 

〇全体で合わせる。 

・全体の響きや楽譜に記されてい

る音楽記号を確認しながら歌

う。 

・録音を聴き、改善点を上げながら

繰り返し全体練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技：全体の響きや各声部の声などを聴 

きながら他者と合わせて歌う技能

を身に付けている。【観察・動画】 

※音が取れていない生徒には、一緒に 

歌ったりアドバイスしたりする。 

・録音を聴きながら、課題を楽譜に書

◎「結」の旋律、テクスチュア、フレーズのまとまりなどの特徴を捉え、パートの役割を理解する。 

 自分たちのパートはどのよう

な役割をもっているだろう。 

 響きのあるハーモニーを作る

ためには、どうしたらよいだろう

か。 

◎「結」の全体の響きや強弱などを考え、混声三部合唱で歌う。 

「結」には、○○な特徴が

ある。 

 

 ○○パートには、○○な特

徴がある。 



 

 

〇小アンサンブルの活動を行う。 

・２グループに分かれて歌い、全体

の響きや各声部のバランス、パ

ートの役割などを意識して歌う

ことができているか、互いに聴

きあう。 

 

〇まとめをする。 

 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

・スプレッドシートで振り返りを

記入する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

き込むよう助言する。 

 

・パートリーダーを中心に人数や声量

が均等にすることを意識してグル

ープ分けを行う。 

・全体の響きや各声部のバランスなど

ができているか客観的に聴くよう

助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  

 

 

 

 

〇歌詞の内容や楽譜を読み取り、

作詞者がどのような思いを伝え

たいのか考え、共有する。 

・miwaの歌う原曲を鑑賞し、作詞

者の思いを紹介する。 

・作詞者の思いから感じ取ったこ

とを自分の言葉でまとめる。 

 

〇自分たちの伝えたい思いを全体

で考える。 

・自分たちの伝えたい思いはどの

部分にあるのか、大切にしたい

歌詞やフレーズを明確にする。 

 

〇大切にしたい歌詞やフレーズを

活用して、どのように工夫すれ

ばよいか考える。 

・個人で考える。 

・前時で行ったグループで共有し、

練習する。 

・それぞれ発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

知：【観察、楽譜の書き取り】 

 

 

 

 

 

 

 

・第１時で活用したメンチメーターの

集計表を提示し、聴き手側として感

じ取ったことを思い出しながらよ

り明確な思いにする。 

 

 

表：伝えたい歌詞をパートや全体で考

え、どのように歌うかについて思

いや意図をもっている。 

【話合い、観察、楽譜への書き取り】 

※表現の方法が見つけられない時は、 

実演や例を提示する。 

技：【観察】 

・題材のねらいが表現の工夫になるた

め、第６時までに技能の評価を記録

◎作詞者の思いを大切にしながら、自分たちの伝えたい思いが何かを考え、共有する。 

 他のパートの音を聴くこと

で、響きのあるハーモニーを

作ることができる。 

 自分たちが聴き手に伝えた

い思いとはなんだろう。 



 

〇まとめをする。 

 

 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

・スプレッドシートで振り返りを

記入する。 

に残し、次時は評価の確認を行う。 

 

7 

本時 

 

 

 

 

 

 

 

〇前時の復習を行う。 

・発声練習として合唱曲を歌う。 

 

〇表現を工夫する。 

・前時で行った 2つのグループに 

分かれ、リーダーを中心に、強弱

や旋律から、思いを伝えるため

の工夫点を話し合う。 

・それぞれの工夫点を楽譜やワー

クシートに書き込み、明確にす

る。 

 

〇グループで発表をする。 

・リーダーが工夫したところを発

表したあとに、実演を行う。 

・それぞれの良かったところを伝

え合う。 

 

〇まとめをする。 

・全体で合唱を行う。 

 

 

 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

・スプレッドシートで振り返りを

記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

・前時までの内容を振り返りながら、

歌うよう助言する。 

 

 

・意見交流を円滑にするため、Google

スライドの中にあるシンキングツ

ールを活用するよう助言する。 

 

・ワークシートに、強弱や旋律など、

表現を工夫するためのヒントを用

意しておき、考えを整理しやすくす

る。 

 

・話し合いで終わらないよう、様々な

歌い方を試しながら考えるように

働きかける。 

主：【観察・話合い】 

 

 

・互いの発表を鑑賞することで、多様

な表現の仕方があることに気付け

るようにする。 

表：【発表】 

 

 

・グループで発表したことを参考にし

ながら歌うよう助言する。 

 

 「強い絆で結ばれている」と

いう歌詞が何度も繰り返され

るから、○○な思いを伝えた

い。 

◎自分達の思いを伝えるためにはどのようにすればよいかを考え、表現を工夫する。 

 聴き手に自分達の思いを伝え

るために、どのように表現を工夫

すればよいだろうか。 

 クラスへの○○な思いを大

切にして歌いたいから、サビ後

半の強弱記号を工夫して歌い

たい。 



⑤ 成果と課題 

【授業の取組について】 

・授業の中で、ヒントカードや振り返りが蓄積されたスプレットシートが活用され、しっかりプランニ

ングされた授業であった。 

・２グループによって表現される合唱活動の取組がよい。小グループの活動は互いをよく聴くように

なるが、少人数の中での役割をしっかり分担し、個々の技能を高めいくことが必要。指揮者や伴奏者

にも役割をもたせ、思いを共有する活動ができるとよい。 

【知識・技能の評価について】 

・合唱のまとめを評価するにあたっては、他者と合わせて歌う技能を評価する必要がある。 

・他者と合わせて歌う技能が身に付けば、表現を工夫することにつながる。 

・本来なら、技能についての評価を最終時間に置くことが大切である。しかし、本時の題材が「思いや

意図をもって表現を工夫し、聴く人に伝わる合唱をしよう」なので、その前に技能についての評価を

した上で、表現に関する評価を記録に残す必要がある。 

【学習指導要領の内容における共通事項について】 

・今回の授業における音楽を形づくっている要素「強弱」については、自分なりに考えて言葉（はっき

り、ｃｒｅｓｃなど）に表している生徒が多く見られた。合唱活動では「旋律」「ハーモニー」「バラ

ンス」「声量」など、あらゆる要素が総合的に必要となる。学習の積み重ねを行い、知識・技能の習

得につなげてほしい。 

【合唱指導を行う教師として】 

・教師は、技術指導として P（ピアノ）の表現を上手に行うために発声法を指導したり、歌い方を試し

体感させたりすることが必要。その活動を通して、音楽を形づくっている要素が結びつき、表現を工

夫することにつながる。表現の工夫こそが、思いや意図として伝わるものでなければならない。歌い

手が思いや意図をもって歌うことで、聴き手に感動を与える合唱を作り上げてほしい。 

・音楽の授業で行うことと学活で行うことの線引きが難しいところである。音楽科では技術面の指導

を行い、様々な表現方法があることを気付かせたい。その上で、最終的にクラスでどのように歌いた

いかを学活等で考えるなど、線引きを意識できるようにするとよい。 

【ICTの活用について】 

・特定すべきものを突き詰めていくのに効果的なの→パドレットやフィグジャムを推奨。 

・OKカンニングの形で他の人がどのような考えをもっているのかを知るのも大事な学習といえる。 

・ICT機器をコミュニケーションツールとして使えるかどうか考えたほうがよい。 

(3) まとめ 

学習指導要領では、「予測困難な社会の変化に主体的に関わり、感性を豊かに働かせながら、どのよ

うな未来を創っていくのか、どのように社会や人生をよりよいものにしていくかという目的を自ら

考え、自らの可能性を発揮し、よりよい社会と人生の創り手となる力」を、改めて「生きる力」であ

ることと捉えている。学校教育においては、その生き方の基盤となる人間性や情操、感性を培うため

に音楽教育の担う役割は大きいと考える。 

令和６年度茨城県音楽教育研究部のテーマ「つながる ひろがる ふかまる 『あい』のある音楽

へ」を受け、今年度中央ブロック担当の常陸大宮市では、小学校と中学校において研究を進め、検証

授業を行った。令和５年度より授業サポートチームを結成し、計画・指導案の検討を進めてきた。令

和６年度は、県のテーマを受け、テーマと検証授業との関わりを再検討しながら、授業をつくりあげ

てきた。 

   また、ICT機器の活用場面が、音楽教育でも多くみられるようになったことから、今回の検証授業

においても ICTを活用し、質を高められるように、研究を推進することができた。 


